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(3) 昭和 52年度歳出予算執行状況調

メ.
事 業 細 目 事~ 業 内 容 決 算 額

備 考所 費 187,359,

000円人 件 草 Jb給料職員手当共済費臨時職員賃金 141

,939,000〝般 管 理 費 人件費以外の運営諸経

費 20,602,000〝白 馬 丸 運 航 管 理 費 調査船の

運航管理費 1,842,000〝研 .究 施 設 整 備 費 養殖筏設置工事費など 22,976,000〝

試 験 研 究 費 6了622,000〝ホタテガイ増養殖に関する試験 天然採苗予報調査､地蒔漁場利用研究､ 1,1

62,000〝1,144,000〝894,000〝研究重 要 貝 類 増 養 殖 試 験海 草 類 増 養 殖 試 験 競合生物着生防除試験､外海増養殖試験アカガイ増殖試験､ホッ

キ貝増殖試験､アワビ増殖試験コンプ養殖試験､ウニ類増養試験魚 類 そ の他 増 養 殖 試 験環 境 保 全に関す る生 物 試験ホタテガイ異常へい死対策試験海 洋 観 測 有用甲殻類増殖試験､海産魚類蓄養殖試験洗剤及び油処理剤の貝類に対する影響試験へい死要因究明調査､新養殖技術開発試験､実態調査及び技術指導陸奥湾沿岸 4定置海象観測 76

8,000〝247.000〝2ユ99.000

〝208,000〝種 苗 生 産 事 業 費 12,712,000'/

ホ タテ ガ イ種 苗 生 産 事 業 生殖巣成熟状況調査､産卵誘発試験 37

9,000〝ア カ ガ イ 〝 産卵誘発試験､幼生飼育試験､養殖試験 538,000〝フ.ランスガキ 〝ア ワ ビ 〝アクア トロン橡 械施設運営費 飼育時期､沖出し時期の検討､幼生飼育試験､養殖試験母貝の成熟促進試験､幼生飼育試験､人工餌料試験機械施設の運営及び保守管理 404,

000〝1,050,000〝10,341,000 〝指 定 試 験 研 究 費 3,000,000 〝浅 海 定 線 調 査ヒラメ .カレイ類

種苗生産試験藻 場 造 成 条 件 研 究

陸奥湾 6定点の海象､気象､水質底質

800,000 〝1,200,000〝プランクトン､

卵椎仔の調査

ヒラメ水槽内自然採卵試顔､小型槽に

よる高密度飼育試験､チグリオ




